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鉄
道
や
バ
ス
の
路
線
縮
小
・
廃
止
が
相
次
い
で
い

る
。
鉄
道
で
は
日
高
線
や
留
萌
線
な
ど
Ｊ
Ｒ
北
海
道

が
目
立
つ
が
、
最
近
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
中
国
山
地
を
走

る
路
線
の
縮
小
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
滋
賀
県
で

は
近
江
鉄
道
の
経
営
難
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
バ
ス

で
は
二
〇
二
三
年
秋
に
、
夕
張
鉄
道
バ
ス
が
夕
張

－

栗
山

－

南
幌
間
と
夕
張

－

長
沼

－

新
札
幌
間
を
廃
止

し
た
。
栗
山
町
、
夕
張
市
は
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行

を
始
め
た
が
、
住
民
と
く
に
高
齢
者
と
高
校
生
の
利

便
性
の
低
下
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。

　
筆
者
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
福
祉
や
財
政
を
メ
イ
ン

に
研
究
し
て
い
る
。
だ
が
、
深
刻
な
交
通
問
題
を
考

え
る
と
、
今
後
は
交
通
問
題
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

必
要
を
感
じ
て
い
る
。
次
の
点
を
軸
に
研
究
を
進
め

た
い
。

（
ア
）
鉄
道
の
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
と
上
下
分
離
方

式
の
検
討
。
と
く
に
後
者
の
内
実
に
立
ち
い
っ

た
研
究
。

（
イ
）
滋
賀
県
で
は
地
域
交
通
を
支
え
る
目
的
で
交

通
税
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

議
論
の
発
端
に
な
っ
た
近
江
鉄
道
の
経
営
問
題

を
把
握
し
た
う
え
で
交
通
税
を
研
究
し
た
い
。

（
ウ
）
北
海
道
新
幹
線
開
通
に
よ
っ
て
廃
止
可
能
性

の
あ
る
新
函
館
北
斗

－

長
万
部
間
は
、
産
業
政

策
上
、
貨
物
を
軸
に
残
す
必
要
が
あ
る
。
同
区

間
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が

関
係
者
の
間
で
行
わ
れ
て
き
た
か
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
関
係
者
間
の
負
担
調
整
問
題
に
つ

い
て
深
掘
り
す
る
。

（
エ
）
鉄
道
事
業
者
の
経
営
努
力
、
例
え
ば
、
全
国

的
に
稀
有
な
上
下
分
離
方
式
を
と
る
若
桜
鉄
道

の
収
支
改
善
の
た
め
の
努
力
や
、
経
営
難
の
中

で
黒
字
を
達
成
し
た
銚
子
電
鉄
の
多
様
な
取
組

を
検
討
す
る
。

（
オ
）
長
万
部

－

小
樽
間
の
バ
ス
転
換
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
課
題
。
つ
ま
り
、
バ
ス
転
換
後
の
赤

字
見
通
し
、
運
転
手
不
足
な
ど
に
よ
る
バ
ス
転

換
の
実
現
可
能
性
な
ど
を
考
察
す
る
。

（
カ
）
路
線
バ
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
バ
ス
を
含

む
）
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
比

較
検
討
。

　
次
に
、
興
味
深
い
事
例
と
し
て
、
そ
し
て
、
筆
者

に
と
っ
て
思
い
出
深
い
路
線
と
し
て
只
見
線
と
会
津

線
に
つ
い
て
紹
介
し
、
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
を
考

え
て
み
た
い
。

　
只
見
線
は
会
津
若
松
を
起
点
に
、
只
見
、
大
白
川

を
経
て
小
出
（
新
潟
県
）
に
至
る
約
一
三
五
㎞
の
長

大
路
線
で
あ
る
。
福
島
側
は
只
見
、
新
潟
側
は
大
白

川
が
終
点
だ
っ
た
が
、
一
九
七
一
年
に
全
線
開
通
し

た
。只
見
線
は
近
年
大
規
模
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

福
島
県
が
尽
力
し
、
運
休
区
間
の
会
津
川
口

－

只
見

間
を
上
下
分
離
方
式(

運
行
は
Ｊ
Ｒ
、
土
地
と
施
設

は
福
島
県
と
沿
線
自
治
体
が
所
有)
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、完
全
復
活
を
遂
げ
た
。
只
見
線
の
復
活
は
、

近
年
の
鉄
道
史
で
最
も
喜
ば
し
い
出
来
事
の
一
つ
で

あ
ろ
う
。
只
見
川
に
沿
っ
て
走
り
、
風
光
明
媚
で
観

光
客
の
人
気
が
高
い
。

　
筆
者
は
大
学
浪
人
時
、
只
見
駅
よ
り
二
駅
会
津
若

松
寄
り
の
会
津
塩
沢
駅
付
近
の
知
人
宅
に
一
か
月
近

く
滞
在
し
た
。
そ
し
て
、
高
校
時
代
に
陸
上
部(

中

長
距
離)

に
所
属
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
週
に
数

回
、
早
朝
に
塩
沢
か
ら
只
見
駅
ま
で
の
約
八
㎞
を
走

り
、
帰
り
は
朝
八
時
こ
ろ
の
只
見
駅
発
の
列
車
で
塩

沢
に
戻
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｌ
の
貨

物
列
車
が
時
々
通
る
の
で
、
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
湖
か

ら
写
真
撮
影
し
た
こ
と
も
多
か
っ
た
。
楽
し
い
思
い

出
が
詰
ま
っ
た
只
見
線
の
復
活
に
、
筆
者
は
感
激
し

て
い
る
。

　
会
津
線
は
会
津
若
松
か
ら
会
津
滝
の
原
ま
で
の
路

線
だ
が
、
一
九
八
七
年
七
月
か
ら
第
三
セ
ク
タ
ー
と

な
り
、
会
津
若
松
か
ら
会
津
高
原
尾
瀬
口(

旧
会
津

滝
の
原)

ま
で
約
六
〇
km 

を
走
行
し
て
い
る
。
注

目
さ
れ
る
べ
き
は
、
一
九
八
六
年
に
東
武
鉄
道
の
新

藤
原
か
ら
会
津
滝
の
原
ま
で
新
線(

野
岩
鉄
道)

が

つ
く
ら
れ
、
浅
草
と
会
津
若
松
が
つ
な
が
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
野
岩
鉄
道
沿
線
に
は
川
治
温
泉
な
ど
が
あ

り
、
ま
た
、
首
都
圏
か
ら
尾
瀬
や
会
津
若
松
、
大
内

宿
を
訪
れ
や
す
い
た
め
鉄
道
需
要
が
高
い
。

　
地
域
づ
く
り
は
高
齢
化
の
進
行
や
人
手
不
足
の
今

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
視
点
で
進

め
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
只
見
線
と
会
津
線
は
高
成

長
期
に
路
線
拡
大
が
で
き
た
が
、
厳
し
い
経
済
状
況

の
今
は
、
赤
字
の
鉄
道
を
い
か
に
維
持
で
き
る
の
か

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
只
見
線
の
上
下
分
離
方
式
に

よ
る
復
活
は
参
考
に
な
ろ
う
。
公
共
事
業
に
は
道
路

だ
け
で
な
く
、
鉄
道
も
そ
の
一
つ
に
含
ま
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
経
営
赤
字
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な

く
、
経
営
努
力
を
前
提
に
し
な
が
ら
も
、
地
域
経
済

的
な
視
点
等
も
踏
ま
え
て
赤
字
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

必
要
が
あ
る
。
今
が
知
恵
の
絞
り
ど
こ
ろ
な
の
で
は

な
い
か
。

＜

よ
こ
や
ま　
じ
ゅ
ん
い
ち
・
北
海
学
園
大
学
名
誉
教
授＞

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
中
心
に
交
通
問
題
を
考
え
る
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